
 

 

 

 家庭教育はすべての教育の出発点です。山形県では、 

家庭や地域の教育力向上のために、今年度も県内２７名 

の方に家庭教育アドバイザーを委嘱しています。アドバ 

イザーの方々からは、豊富な経験や事例をもとに、研修 

ニーズに応じた講座を提供いただいております。 

 ＰＴＡ研修会や就学時健診、新入生オリエンテーショ 

ン等における家庭教育に関する学習会で、講師をお探し 

の際は、社会教育課に御相談ください。また、講座運営 

についての御相談も承っております。 

 山形県教育委員会発行の「やまがた子育ち」５か条リ 

ーフレットと家庭教育サポートブックもぜひ御活用くだ 

さい。 
 

〇家庭教育サポートブックは、各小中学校、保育施設 

園に１部配付されます。 

〇「やまがた子育ち５か条」リーフレットは、各市町 

教育委員会を通して令和９年度新入学児童数分の配 

付を予定しています。就学時健診等での配付をお願 

いします。その他、研修会等での御活用をお考えの 

際には、必要数をお送りいたしますのでお知らせく 

ださい。 

 〇リーフレット、サポートブック、ともに、県ホーム 

ページでも御覧いただくことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領及び第７次山形県教育振興計画等を踏まえ、「主体的・ 

対話的で深い学び」の実現を目指した授業を推進し、教員の指導力向 

上を図ることを目的として、本研修会を行いました。 

本県の課題の一つは、「確かな学力の向上」です。子ども一人ひとり 

が、知識・技能を習得し、学んだことを結び付け、他者と協働しなが 

ら、新たな価値を生み出していく力が求められています。 

溝上氏は、学習指導要領が示す「主体的・対話的で深い学び」と 

「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の位置付けについて、あくまでも「主体的・対話的で

深い学び」が主であり、「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」はそれを補完するものであるこ

とを説かれていました。また、一斉授業をベースにしつつ「教えるべきところは教える」、グループ・個別

といった様々な形態を効果的に組み合わせて全ての子どもの資質・能力の育成を目指していくことが重要で

あることにも言及されました。加えて、「社会に開かれた教育課程」を見据え、社会や生活で直面する未知

の状況でも課題解決に繋げていけるよう「対話力」を授業の中で育成することも教えていただきました。 

深い学びにつながる授業にする 

ため、教師は単元を貫く問いを 

基に学習を進め、その問いを常に 

もち、子どもが対話をとおして、 

「知っていること」「できること」 

「わかること」から使えるレベル 

まで知識を獲得していけるよう 

にしていくことが 

大切とも御教授く 

ださいました。 

                          

論点整理 

 

第２回は、12月 8日（火）に山形大学教職大学院教授 澁江 学美 氏を講師にお招きして、「主体的・

対話的で深い学び」の実現に向けた授業づくりについて考えていきます。ぜひ御参加ください。 

第 ７ ０ 回  山 形 県 縦 断 駅 伝 競 走 大 会 

４月２７日から３日間にわたり、第７０回山形県縦断駅伝競走大会が行われました。遊佐町を

スタートし、ゴールの山形市まで約３０６．９ｋｍの２９区間で、県内１１地域の代表選手がた

すきをつなぎました。中学生選手は、最終日に、２４区と２６区に出場しました。好天の中、全

選手が力強い走りを見せました。沿道からは拍手や横断幕等での応援があり、ランナーに力を与

えていました。出場選手の県中学駅伝大会などでの今後の活躍が期待されます。  
 

☆第２４区（米沢－上郷 ３．３ｋｍ） 

チーム 氏  名 所属校 区間記録 

山   形 鈴木 悠仁さん 山形十中 １０分２８秒 

天童・東村山 原田丞士郎さん 天童二中 １０分３３秒 

北 村 山 深瀬 真叶さん 東根一中 １０分３２秒 

上   山 伊藤 悠真さん 上山南中 １０分５６秒 

寒河江・西村山 佐藤 陽斗さん 陵 南 中 １０分２１秒 
 

☆第２６区（亀岡－高畠 ３．１ｋｍ） 

チーム 氏  名 所属校 区間記録 

山   形 星川  圭さん 金 井 中 １０分１１秒 

天童・東村山 小関 彩聖さん 山 辺 中 １１分１２秒 

北 村 山 五十嵐琉惺さん

さ ん 
神 町 中 １０分５１秒 

上   山 山口 大地さん 上山北中 １０分３３秒 

寒河江・西村山 熊坂 啓汰さん 陵 南 中 １０分１４秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村山教育事務所だより 

むらやまむらやま
「E-NEWSむらやま」で検索または 右記二次元コードから。バックナンバーも見ることができます。 
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発行日：令和８年６月１９日 

 

 

家庭教育講座・研修で御活用ください！

やまがた子育ち５条 

リーフレット 
「子どもの生活習慣に関

する指針」学習資料とし

て、子どもの主体的な学

びにつながる家庭学習・

生活習慣づくりを提案し

ています。 

家庭教育サポート 

ブック 
県家庭教育アドバイザーの

名簿や家庭教育講座の実

践事例（幼保・小中等）が掲

載されていますので、研修

会等の開催をお考えの際

に御参照ください。 

令和８年度村山教育事務所研修 第１回学習指導力向上研修会 令和8年５月14日（木） 

 
「道半ばの現行指導要領を徹底するために  

― 深い学びの充実、統合的な理解・総合的な発揮他 ― 」 
講師： 学校法人 桐蔭学園 理事長 桐蔭横浜大学 教授  溝上 慎一 氏 

 

 

～参加者より（一部抜粋）～                                        

・「主体的・対話的で深い学び」が主としてあること、知識の定着のうえで主体的に学習できることが

あり、単に子どもに委ねればいいということではないことについて、校内研究をとおして確認してい

きたい。                                  （小学校教諭） 

・本研修をとおして最も心に残ったのは、「深い学びとは知識をつないでいくことであり、つなぐため

には〈書く・発表する・話す〉ことが必要である」という溝上先生のメッセージである。この視点を

校内で共有し、まずは各授業の中に〈書く・発表する・話す〉場面を意図的に組み込み、知識と知識

をつなぐ「小さな深い学び」を日常的に積み重ねていきたい。          （中学校教諭） 


